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◆高齢者人口 
 と高齢化率 

◆人 口 

(１) 人口の推移 

１．美濃市の現状 

(２) 学校の推移 

◆小学校、 
 中学校数 
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昭和60(1985)年 平成12(2000)年 平成27(2015)年 … 平成52(2040)年 

26,935人 24,662人 20,760人 15,968人 

3,830人 

14.2％ 

5,716人 

23..2％ 

6,608人 

31.8％ 

6,458人 

40.4％ 

◆学齢期人口 5,291人 3,851人 2,217人 

※小学生から高校生までの人口 

H14 H15 H16 … H22 … H25 … H29 

小学校数 11 8 6 5 5 5 

中学校数 3 3 3 3 2 2 
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◆製造業 
 ・事業所数は減少 
 ・従業員数、製造品出荷額は 
  増加 

(３) 産業（商工業）の推移 

１．美濃市の現状 

◆小売業 
 ・事業所数、従業員数は減少 
 ・商品販売額が増加 

◆手漉き和紙職人数 
 ・高齢による廃業が影響 

(４) 美濃和紙産業の状況 

うち、本美濃紙保存会員は７人(H29) 
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平成4年 平成28年 

事業所数 292か所 176か所 

従業員数 4,103人 4,524人 

製造出荷額 883億円 1,159億円 

平成19年 平成28年 

事業所数 244か所 180か所 

従業員数 1,187人 982人 

商品販売額 158億円 203億円 

※平成４年 美濃テクノパーク完成年 

※平成19年 道の駅美濃にわか茶屋開駅年 

平成26年 平成29年 

職人数 35人 33人 

※平成26年 ユネスコ無形文化遺産登録年 
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１．美濃市の現状 

訪れる場所 
「うだつの上がる町並み(年17万人)」「道の駅美濃にわか茶屋(年50万人) 」 
主なイベント 
「美濃和紙あかりアート展(9万人)」「美濃まつり(6万人)」※人数は29年度の数 

◆観光客数 
 ・この10年で約20％増加 

(５) 観光産業の状況 

傾向と課題 
・海外からの観光客、アウトドア客（川、山）が増加している。 
・宿泊施設が不足し、通過型の観光にとどまっている。 

◆高速バス路線 
 ・高速道路網の活用 

◆高速道路 
 ・東海北陸自動車と東海環状 
  自動車道の結節点となって 
  いる 

(６) 交通インフラの状況 

東海北陸道（2008全線開通） 愛知～岐阜～富山、185km 

東海環状道（2020全線開通予定） 愛知～岐阜～三重、160km 

美濃市から利用できる高速バス 
・名古屋 ・岐阜 ・新宿・氷見(富山) 
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平成19年 平成29年 

観光客入込数 98万5,000人 117万9,000人 
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２．将来目標に向けた美濃市の取組み 

 (１)観光客150万人！通過型観光から 
           滞在・体験型観光へのシフト 

◆まちなか古民家の官民連携による宿泊施設へのリノベーション 

◆道の駅美濃にわか茶屋への宿泊施設誘致 

◆美濃和紙の里会館のリニューアルと復元した徳川家康公の采配の展示 

◆「美濃和紙用具類ミュージアム ふくべ」のオープン 
 （旧片知小学校校舎の活用）  

◆国重要文化財「美濃橋」の大規模修繕修復工事に着手 

◆長良川流域自治体と連携した体験ツアーの 
 創出 

◆長良川鉄道 観光列車「ながら」の運行 
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２．将来目標に向けた美濃市の取組み 

 (２)地域資源を活用した 
       稼ぐ産業づくりと若者の働く場の確保 

◆美濃和紙ブランドの確立とデザイナーと連携した新商品開発支援 

◆国内外に向けた販路開拓支援 

◆ルーブル美術館・大英博物館での修復紙としての活用促進 

◆後継者となる若手和紙職人の育成と工房開設支援 

◆木のものづくり施設「みの木工工房 ＦＵＫＵＢＥ」の開設 
 （旧長瀬小学校校舎の活用）  

◆神洞地区で「美濃清流なまず」の養殖開始 

◆東海環状道西回り区間開通を見据えた新た 
  な工業団地開発 

◆宿泊施設を含む企業誘致の推進 
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２．将来目標に向けた美濃市の取組み 
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 (３)住み続けられるまちへ 
           ～ 健康年齢向上と子育て支援 

◆美濃病院健診棟の新築 

◆特別養護老人ホーム「みのがみの郷」オープン 

 （旧上牧小学校校舎の活用） 

◆健康年齢５歳アッププロジェクト開始 

◆地域、多世代の交流の場「縁側コミュニティ」の推進 

◆（仮称）市民わくわくふれあいセンターの建設推進 

◆以安寺山修景整備事業の推進 

◆乗り合わせタクシー「のり愛くん」の運行 

◆かえで保育園・牧谷保育園 子育て支援棟竣工 

◆美濃小学校の大規模改修工事に着手 


